
PCのニューフェイス  たち♯002

 Terasako Bridge

世界初のバタ  フライウェブ橋
 World's First Butterfly Web 　　Bridge

明るい桁内／
光が差し込み、大変歩きやすいです

ライトアップ 妻のイラスト

桁内から日向灘を望む／
供用後は一般の方は見られませんが、眺めは格別です

バタフライウェブパネルの架設／
蝶が飛んでいるように見えます

寺迫小学校児童への現場見学会／
イラストを使って説明しました

寺迫ち ょうちょ大橋01

橋　　　名 寺迫ちょうちょ大橋 （てらさこちょうちょおおはし）

発 注 者 名 西日本高速道路（株）

施工会社名 三井住友建設（株）

施 工 場 所 宮崎県日向市

工　　　期 平成22年8月 〜 平成25年8月

構 造 形 式 10径間連続バタフライウェブ箱桁橋

橋　　　長 712.5ｍ

最大支間長 87.5ｍ

架 設 工 法 片持架設

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、平
成
26
年
３

月
に
開
通
し
た
東
九
州
自
動
車
道
の「
日

向
Ｉ
Ｃ
」
と「
都
農
Ｉ
Ｃ
」の
ち
ょ
う
ど
中

間
に
位
置
し
ま
す
。
標
高
は
こ
の
区
間

で
は
最
も
高
く
日
向
灘
を
一
望
で
き
ま
す
。

こ
の
区
間
の
開
通
に
よ
り
、宮
崎
県
民
の
皆

さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た
延
岡
市
と
宮
崎

市
が
高
速
道
路
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

本
橋
で
は
、
橋
名
に
あ
る
と
お
り
、
蝶
が

羽
を
広
げ
た
形
を
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
パ
ネ
ル
の「
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ

ブ
」を
世
界
で
初
め
て
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
構
造
に
比
べ
て
約

10
％
の
軽
量
化
が
可
能
と
な
り
、建
設
コ
ス

ト
の
縮
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

バ
タ
フ
ラ
イ
パ
ネ
ル
を
ウ
ェ
ブ
に
用
い
る

と
、せ
ん
断
力
は
パ
ネ
ル
内
を
圧
縮
力
と
引

張
力
に
分
解
さ
れ
て
伝
わ
り
、ダ
ブ
ル
ワ
ー

レ
ン
ト
ラ
ス
の
よ
う
な
挙
動
を
示
し
ま
す
。

引
張
力
を
受
け
る
方
向
に
は
、パ
ネ
ル
内
に

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｃ
鋼
材
を
配
置
し
、圧

縮
力
に
対
し
て
は
設
計
基
準
強
度
80
Ｍ
Ｐ

ａ
の
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

抵
抗
し
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
パ
ネ
ル
の
形
状
は
、

ト
レ
ー
ラ
で
の
運
搬
を
考
慮
し
て
１
パ
ネ

ル
長
さ
を
約
３
ｍ
と
し
、
厚
さ
は
１
５
０

㎜
と
薄
い
で
す
が
、
大
変
強
靭
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
パ
ネ
ル
で
す
。
斜
め
方
向
に
Ｐ
Ｃ

鋼
材
を
配
置
す
る
た
め
、
方
向
を
間
違
え

な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
製
作

し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
の
全
枚
数
は
４
４
４

枚
あ
り
、
製
作
は
佐
賀
県
内
の
Ｐ
Ｃ
工
場

で
行
い
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
パ
ネ
ル
内
に
は
鉄
筋
が
配
置
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
将
来
鉄
筋
が
腐
食
し
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
落
下
す
る
よ
う
な
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、桁
内
部
に
は
明

か
り
が
差
し
込
む
た
め
明
る
く
、点
検
時
の

通
路
と
な
る
下
床
版
に
は
段
差
が
な
い
の

で
、点
検
が
し
易
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

見
た
目
が
珍
し
い
た
め
、
地
元
小
学
生
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方
が
見
学
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
完
成
し
た
姿
を
見
て
、
小

学
生
に
は
な
か
な
か
蝶
に
は
見
え
な
い
の

で
は
な
い
か
？
と
不
安
に
な
っ
た
の
で
、
妻

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、紙
面
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
説
明
す
る

と
大
変
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
妻
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

橋
名
は
、
地
元
の
日
向
市
立
寺
迫
小
学
校

の
児
童
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
参

考
に
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
る
よ
う
に「
寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
皆
様
に
工
事
へ
の
ご
理
解
ご
協

力
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
込
め
る
と
と
も

に
、「
寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
」の
名
前
に
愛

着
を
も
っ
て
頂
け
ま
す
よ
う
に
、工
事
の
夜

間
照
明
を
利
用
し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
蝶

の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
び
上
が
り
、と
て
も

幻
想
的
で
、
地
元
の
方
々
や
子
供
た
ち
に

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

［
三
井
住
友
建
設
㈱　

中
積　

健
一
］

11 　  PCプレス　2014 ／ Sept. ／ Vol.005

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

PCプレス　2014 ／ Sept. ／ Vol.005 　  10



国
的
に
も
珍
し
い
長
さ
が
１
０
０
ｍ
近
い

ア
ー
チ
の
大
ブ
ロ
ッ
ク
架
設
を
楽
し
ん
で

頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
述
し
た
歩
道
橋
か
ら
は
、
風

光
明
媚
な
厳
島
お
よ
び
瀬
戸
内
海
の

島
々
を
一
望
で
き
ま
す
。
歩
道
の
中
ほ
ど

に
は
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ゆ
っ

く
り
と
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
頂
き
、
太
田
川
大
橋
と
瀬
戸
内
海
の

島
々
と
の
調
和
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

［
清
水
建
設
㈱　

小
林　

顕
］

く
る
構
造
で
本
橋
に
添
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
チ
は
、
厳
島
を
始
め
と
し
た
と
瀬
戸

内
海
の
島
な
み
と
調
和
す
る
デ
ザ
イ
ン
で
、

色
彩
も
周
辺
の
島
々
、海
、空
と
な
じ
む
よ

う
に
灰
白（
は
い
じ
ろ
：
日
本
の
伝
統
色
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
橋
の
ア
ー
チ
の
施
工
は
、
台
船
を
用

い
た
大
ブ
ロ
ッ
ク
架
設
（
長
さ
97
ｍ
、
重

量
4
7
5
ｔ
）で
、
平
成
25
年
５
月
３
日

と
17
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
架
橋
地
点

の
水
深
が
浅
く
干
潮
時
に
は
台
船
が
座

礁
し
て
し
ま
う
た
め
、
当
日
1
日
で
作
業

を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

潮
位
が
上
が
る
午
前
９
時
か
ら
台
船
を

架
橋
地
点
に
移
動
し
、
位
置
を
合
せ
た
あ

と
、
ア
ー
チ
を
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
さ
せ
て

ボ
ル
ト
締
め
し
ま
し
た
。
ア
ー
チ
を
橋

桁
に
固
定
し
て
、
台
船
だ
け
を
引
き
戻
し
、

午
後
4
時
30
分
に
は
作
業
が
完
了
し
ま

し
た
。
綿
密
な
計
画
と
分
刻
み
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
、
無
事
作
業

を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ア
ー

チ
架
設
を
川
岸
か
ら
多
く
の
方
々
が
見

学
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
時
に
は
見

学
者
に
対
し
て
作
業
の
説
明
を
行
い
、
全

　

太
田
川
大
橋
は
、
広
島
南
道
路
の
う
ち

平
成
26
年
3
月
に
開
通
し
た
吉
島
～
商

工
セ
ン
タ
ー
間
に
位
置
し
、
広
島
市
西
部

の
太
田
川
放
水
路（
川
幅
約
3
5
0
m
）

の
最
下
流
部
に
架
か
る
橋
で
す
。

　

広
島
南
道
路
は
、広
島
都
市
圏
の
臨
海

部
を
東
西
に
結
ぶ
大
動
脈
路
線
で
、
国
土

交
通
省
、
広
島
県
、
広
島
市
、
広
島
高
速

道
路
公
社
が
一
体
と
な
り
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

本
橋
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
、広
島
市
が

「
水
の
都
ひ
ろ
し
ま
」
の
魅
力
の
一
つ
と
な

り
、
次
世
代
に
も
誇
れ
る
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21

年
に
国
際
的
な
デ
ザ
イ
ン
提
案
競
技
を

実
施
し
ま
し
た
。
構
造
形
式
は
こ
の
競

技
に
お
い
て
最
優
秀
案
に
選
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

本
橋
は
、
２
つ
の
鋼
製
ア
ー
チ
を
有
す

る
６
径
間
連
続
鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合

ア
ー
チ
橋
で
す
。
P
C
箱
桁
橋
を
ア
ー

チ
か
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
で
懸
垂
し
な
が
ら

上
下
線
を
同
時
に
ヤ
ジ
ロ
ベ
エ
式
に
張
り

出
し
て
い
く
構
造
で
す
。
さ
ら
に
歩
道

は
、
東
端
は
河
川
の
下
流
側
に
出
入
口
が

あ
り
、西
側
に
進
む
に
し
た
が
っ
て
車
道
の

下
を
く
ぐ
り
、
西
端
で
は
上
流
側
に
出
て

橋　　　名 太田川大橋 （おおたがわおおはし）

発 注 者 名 広島市

施工会社名 清水建設（株）

施 工 場 所 広島県広島市

工　　　期 平成23年9月～平成26年3月

構 造 形 式 6径間連続鋼アーチ・ＰＣ箱桁複合橋

橋　　　長 412.0ｍ

最大支間長 116.0ｍ

架 設 工 法 片持架設

♯002

 Otagawa-ohashi Bridge

瀬戸内海の島なみと調和した複合アーチ橋
Hybrid Arch Bridge in Harmony with the seascape, Seto Inland Sea

太田川大橋02
PCのニューフェイスたち

添架歩道アーチ大ブロック架設ヤジロベエ施工
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PCのニューフェイスたち♯002

 Kawashimogawa Bridge

谷底からそびえ立つスレンダーな橋脚
Slender Bridge Pier rise up from bottom of Ravine

川下川橋03

　

川
下
川
橋
は
、
兵
庫
県
宝
塚
市
と
神
戸

市
の
市
境
に
架
け
ら
れ
た
、
新
名
神
高
速

道
路（
高
槻
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
～
神
戸
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
間
）の
本
線
橋
梁
で
す
。
橋
の

す
ぐ
上
流
に
は
川
下
川
ダ
ム
、
下
流
に
は

J
R
福
知
山
線
が
あ
り
、
ま
た
非
常
に
急

峻
な
谷
間
を
渡
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
周

辺
環
境
に
溶
け
込
ん
だ
印
象
を
与
え
る
橋

で
す
。

　

本
工
事
は
、
後
述
す
る
難
易
度
の
高
さ

か
ら
、
設
計
及
び
施
工
を
１
件
の
契
約
で

行
う
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
で
発
注
さ
れ

ま
し
た
。
架
設
地
点
の
地
形
や
交
差
す

る
河
川
、
道
路
な
ど
の
制
約
か
ら
、
橋
長

３
０
０
ｍ
、
最
大
支
間
１
４
３
ｍ
の
３
径

間
連
続
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

川
下
川
橋
の
最
大
の
特
徴
は
、
新
名
神

高
速
道
路
で
最
も
高
い
95
ｍ
の
橋
脚
が

あ
る
こ
と
で
す
。
谷
間
に
そ
び
え
立
つ
橋

脚
は
、
日
本
国
内
で
も
、
最
大
規
模
の
橋

脚
高
さ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
橋
脚
に
は
、

鹿
島
建
設
㈱
で
開
発
し
た
ス
ー
パ
ー
Ｒ

Ｃ
構
造
（
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
高
強

度
鉄
筋
の
組
合
せ
）
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

本
構
造
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
橋
脚
断
面

を
極
端
に
小
さ
く
し
、
ま
た
橋
脚
を
支
え

る
基
礎
も
同
時
に
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で

き
、
経
済
性
の
向
上
と
地
形
改
変
面
積
の

抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
の
橋
げ
た
は
、谷
間
を
跨
ぐ
こ
と

か
ら
ヤ
ジ
ロ
ベ
エ
の
よ
う
に
張
出
し
て
施

工
し
ま
し
た
が
、高
さ
95
ｍ
の
ス
レ
ン
ダ
ー

な
橋
脚
か
ら
、
片
側
１
０
０
ｍ
を
張
出
す

と
い
う
、
非
常
に
高
さ
管
理（
上
げ
越
し

管
理
）
が
難
し
い
施
工
で
し
た
。
色
々
な

設
計
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
基
本
的
に
張

出
し
施
工
は
主
桁
を
ま
っ
す
ぐ（
主
桁
な

り
）に
造
る
と
い
う
方
針
と
し
、
施
工
中
に

生
じ
た
橋
脚
の
変
形（
し
な
り
）は
、
橋
を

つ
な
ぐ
前
に
調
整
す
る
こ
と
で
施
工
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
橋
台
を
反
力

と
し
て
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
に
よ
り
主
桁
を
水
平
方

向
に
牽
引
し
、
橋
脚
の
傾
斜
を
戻
す
こ
と

で
橋
面
高
さ
を
修
正
し
ま
し
た
。
本
橋
は
、

非
常
に
し
な
り
や
す
い
橋
脚
の
特
性
を
逆

に
利
用
し
て
、
橋
面
高
さ
を
修
正
す
る
方

法
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
難
易
度
の
高
い

上
げ
越
し
管
理
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隣
接
工
区
の
工
事
用
道
路
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
た
本
橋
は
、
少
し
で
も

早
く
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
上
部
工

で
は
事
例
の
少
な
い
夜
間
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
２
０
０
９
年
７
月
の
工
事
開
始
か

ら
、
約
４
年
間
で
全
体
工
事
が
無
事
完
成

し
、
宝
塚
市
と
神
戸
市
が
一
つ
の
橋
で
結
ば

れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
本
格
化
し
て
い
る

新
名
神
高
速
道
路
の
建
設
工
事
の
工
事
用

道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元

か
ら
も
早
期
開
通
が
望
ま
れ
て
お
り
、マ

イ
カ
ー
で
橋
面
上
を
走
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。［

鹿
島
建
設
㈱　

波
田　

匡
司
］

橋　　　名 川下川橋 （かわしもがわばし）

発 注 者 名 西日本高速道路（株）

施工会社名 鹿島建設・ピーエス三菱ＪＶ

施 工 場 所 兵庫県宝塚市〜神戸市

工　　　期 平成20年12月〜平成25年7月

構 造 形 式 3径間連続ラーメン箱桁橋

橋　　　長 300.0ｍ

最大支間長 143.0ｍ

架 設 工 法 片持架設
株式会社 大阪建設工業新聞社 提供 施工 夜間 施工 クライミング足場

施工 張出し
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PCのニューフェイスたち♯002

 Aokigawa Bridge

地域と一緒に作り上げた橋
Bridge Construction together with the Local Community

青木川橋 （仮称）04

　

青
木
川
橋（
仮
称
）は
、新
東
名
高
速
道

路
豊
田
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
約
7.
5

㎞
東
京
方
面
の
愛
知
県
岡
崎
市
米
河
内

町
に
建
設
さ
れ
た
高
速
道
路
の
橋
梁
で
す
。

青
木
川
を
そ
の
上
空
約
90
m
で
一
気
に
跨

ぐ
、
橋
長
６
２
２
m
、
70
m
超
級
橋
脚
を

三
本
を
有
す
る
上
下
線
一
体
断
面
の
大
型

橋
梁
で
す
。
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
３

年
ま
で
５
年
半
の
年
月
を
か
け
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

建
設
工
事
は
、
上
下
部
一
体
の
橋
梁
工

事
と
し
て
、
技
術
提
案
、
設
計
・
施
工
一
括

方
式
（
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
）で
発
注

さ
れ
た
中
日
本
高
速
道
路
㈱
初
の
試
行

工
事
で
す
。
入
札
図
書
で
は
、
橋
梁
の
線

形
条
件
お
よ
び
各
種
の
制
約
条
件
が
示

さ
れ
た
の
み
で
、
応
札
者
が
ゼ
ロ
か
ら
橋

梁
計
画
を
行
い
、
概
略
設
計
お
よ
び
施
工

計
画
を
立
案
し
積
算
し
た
う
え
で
応
札

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
橋
梁
形
式
と
し

て
リ
ブ
付
Ｐ
Ｒ
Ｃ
床
版
を
有
す
る
Ｐ
Ｃ

６
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
箱
桁
橋
を
提
案
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
波
形
鋼
板
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構

造
の
箱
桁
で
、
横
に
6
m
も
張
り
出
す
床

版
に
リ
ブ
を
つ
け
て
補
強
す
る
構
造
で

す
。
設
計
に
は
保
有
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
も

反
映
し
ま
し
た
。
高
橋
脚
の
施
工
に
は

自
動
昇
降
型
枠
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
フ
ォ
ー

ム
）
を
使
用
し
た
り
、
超
大
型
移
動
作
業

車
（
１
２
０
０
ト
ン
・
メ
ー
ト
ル
級
）の
採

用
に
よ
る
８
m
の
ブ
ロ
ッ
ク
施
工
を
行
う

な
ど
、
作
業
効
率
・
安
全
性
の
向
上
、工
程

短
縮
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
川
橋（
仮
称
）
は
岡
崎
市
立
常
磐

東
小
学
校
の
と
な
り
で
、
校
庭
か
ら
生
徒

さ
ん
た
ち
の
あ
い
さ
つ
が
橋
面
ま
で
届
く

ほ
ど
の
距
離
で
し
た
。
先
生
方
、
生
徒
さ

ん
た
ち
そ
し
て
学
区
の
保
護
者
の
方
々
と
、

何
か
と
仲
良
く
し
て
頂
き
ま
し
た
。
子
供

た
ち
と
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
た
り
、
橋
面

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
絵
を
描
い
た
り
、橋
脚

の
周
り
の
植
生
を
一
緒
に
や
っ
た
り
、
花
火

大
会
、見
学
会
、生
徒
た
ち
の
環
境
研
究
の

ア
シ
ス
ト
な
ど
、
数
え
上
げ
る
と
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
青
木
川
橋（
仮
称
）の

建
設
現
場
は
学
校
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。

渡
り
初
め
式
の
と
き
は
、
校
庭
に「
祝
完

成
」と
大
き
な
文
字
で
書
い
て
頂
き
、子
供

太
鼓
で
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
工
事
の
し
ゅ

ん
功
は
学
校
の
卒
業
式
の
時
期
と
重
な
り

ま
し
た
。
着
工
時
小
学
校
２
年
生
だ
っ
た

生
徒
は
も
う
卒
業
生
で
す
。
そ
の
卒
業
生

た
ち
が
、
現
場
の
職
員
に
手
作
り
の
感
謝

状
を
贈
呈
し
て
く
れ
ま
し
た
。
建
設
に
携

わ
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
完
成
の
喜
び
に

加
え
、
地
域
の
方
々
に
お
祝
い
を
頂
き
、こ

れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

青
木
川
橋（
仮
称
）
が
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

［
大
成
建
設
㈱　

大
谷　

英
夫
］

橋　　　名 青木川橋 （あおきがわばし）

発 注 者 名 中日本高速道路（株）

施工会社名 大成建設・オリエンタル白石JV

施 工 場 所 愛知県岡崎市米河内町

工　　　期 平成19年1月～平成25年5月

構 造 形 式 6径間連続ラーメン波形鋼板ウェブ箱桁橋

橋　　　長 622.0m

最大支間長 125.0ｍ

架 設 工 法 片持架設

常磐東小学校の校庭から見えた虹と上部工工事の共演
山本教頭先生（当時）撮影

感謝の会 渡り初め式での子供太鼓 橋面お絵かき大会 鯉のぼり大会 クライミングフォームによる橋脚施工と仮桟橋
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PCのニューフェイスたち♯002

 Takimi Bridge

世界遺産「白糸の滝」に架かるコンパクトな橋
Compact Bridge at Shiraito Waterfall in the World Heritage

Takimi Bridge
滝見橋05

構
造
設
計
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
㈱
に
よ
っ
て
手
掛
け
ら
れ
、
橋
体
を

最
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
で
き
る
構
造
で
あ
る
、

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の

バ
ラ
ン
ス
ド
扁
平
ア
ー
チ
と
い
う
新
構
造

の
橋
梁
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

橋
の
架
設
に
つ
い
て
は
、
30
年
近
く
培
っ

た
自
分
の
工
事
経
験
を
生
か
し
、
ア
ー
チ

の
曲
線
を
美
し
く
形
成
す
る
た
め
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
方
法
や
型
枠
の
組
み

立
て
方
法
を
工
夫
し
、
細
部
に
わ
た
っ
て

周
辺
環
境
に
対
し
て
景
観
性
を
重
視
し

た
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
完
成
し
た
滝
見
橋
は
、
世
界

遺
産
に
橋
を
架
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

私
の
工
事
マ
ン
と
し
て
人
生
の
１
ペ
ー
ジ

に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
た
思
い
出
に
残
る
作

品
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
の
白
糸
の
滝
の
来
訪
者
は
、

高
台
か
ら
滝
と
橋
が
一
瞬
だ
け
眺
め
ら
れ

ま
す
が
、滝
を
注
視
し
て
い
る
の
で
橋
の
記

憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
り
際
、橋
の

フ
ォ
ル
ム
を
見
る
事
が
で
き
ま
す
が
、逆
光

と
な
る
た
め
、や
は
り
橋
の
記
憶
が
な
い
橋

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
橋
を
記
憶
に
残

さ
な
い
、
主
役
の
滝
を
引
き
立
て
る
橋
、
景

観
に
溶
け
込
ん
だ
コ
ン
パ
ク
ト
な
橋
、ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱　

山
崎　

路
明
］

　

静
岡
県
富
士
宮
市
に
あ
る
白
糸
の
滝
は
、

富
士
山
の
雪
解
け
水
が
溶
岩
断
層
か
ら

湧
き
出
す
無
数
の
滝
と
上
流
の
川
か
ら
流

れ
入
る
滝
が
並
ん
で
い
ま
す
。
水
量
は
毎

秒
1.
5
ｔ
。
幅
2
0
0
ｍ
、
高
さ
20
ｍ

の
崖
か
ら
絹
糸
を
垂
ら
し
た
よ
う
に
流
れ

て
い
ま
す
。
国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
2
0
1
3
年
6
月「
富
士
山

―
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」の
構
成

資
産
の
一
つ
と
し
て
世
界
文
化
遺
産（
日
本

の
文
化
遺
産
と
し
て
は
13
箇
所
目
）に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
滝
の
展
望
台
施
設
の

他
、
護
岸
整
備
や
滝
見
橋
の
架
け
替
え
な

ど
、
富
士
宮
市
は
白
糸
の
滝
周
辺
環
境
整

備
を
実
施
し
ま
し
た
。
橋
の
架
け
替
え
計

画
は
、
国
の
名
勝
や
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
、世
界
遺
産
の
登
録
が
さ
れ
て
い
る
関

係
か
ら
地
形
改
変
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
、

霧
状
の
水
滴
が
飛
来
す
る
環
境
下
で
耐
久

性
の
高
い
構
造
と
す
る
こ
と
、多
数
の
観
光

客
の
動
き
や
滝
の
眺
め
、
撮
影
空
間
な
ど

に
配
慮
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
の
構
造
や
材
質
に
つ
い
て
は
、国
際
的

な
歩
道
橋
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
て
設
計

さ
れ
て
お
り
、
橋
体
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
、橋
の
造
形
の
洗
練
な
ど
に
配
慮
し
、

複
数
の
橋
種
案
が
検
討
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

国
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
場
所
で

は
、橋
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
抑
え
、色
彩
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
な
鋼
橋
の
吊
り
橋
と

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

基
本
計
画
を
日
本
大
学
の
天
野
教
授
が

行
い
、
設
計
監
修
は
日
本
大
学
の
関
教
授
、

橋　　　名 滝見橋 （たきみはし）

発 注 者 名 富士宮市

施工会社名 ドーピー建設工業（株）

施 工 場 所 静岡県富士宮市

工　　　期 平成24年11月〜平成25年11月

構 造 形 式 バランスドアーチ構造

橋　　　長 39.0m

最大支間長 アーチ支間28.0m

架 設 工 法 固定支保工架設
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今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

平
成
26
年
6
月
28
日
に
開
通
し
た
「
さ
が

み
縦
貫
道
路（
高
尾
山
～
相
模
原
愛
川
）」

の
中
間
に
位
置
す
る
相
模
原
I
C
（
工
事

段
階
で
の
名
称
は
城
山
I
C
）の
二
つ
の

P
C
橋
で
す
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
す

か
ら
流
出
入
の
た
め
の
ラ
ン
プ
橋
が
い
く

つ
か
あ
っ
て
、そ
の
う
ち
２
橋
を
施
工
す
る

の
で
す
が
、
A
ラ
ン
プ
橋
と
B
ラ
ン
プ
橋

は
、
本
線
橋（
他
社
施
工
）上
で
立
体
交
差

し
、な
お
か
つ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
移
動
作

業
車
を
用
い
た
片
持
ち
張
出
し
施
工
で

し
た
。
そ
れ
ら
の
交
差
部
に
お
い
て
は
離

隔
が
非
常
に
小
さ
く
、
移
動
作
業
車
が
お

互
い
に
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
な
施
工
手

順
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
う
え
、
急
曲
線

（
最
小
半
径
60
m
）か
つ
横
断
勾
配
も
大
き

い（
最
大
勾
配
9
％
）こ
と
か
ら
出
来
形

が
狂
わ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

施
工
し
ま
し
た
。

　

経
験
の
浅
い
我
々
に
と
っ
て
は
難
工
事

で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
Ｊ
Ｖ
を
組
ん
だ
日

本
ピ
ー
エ
ス
さ
ん
と
と
も
に
そ
の
難
局

に
立
ち
向
か
っ
た
の
が
作
業
所
長
の
小
島

（
1
9
8
8
年
入
社
、
P
C
上
部
工
は

初
め
て
）で
し
た
。
現
場
の
立
ち
上
げ
に

当
た
っ
て
掲
げ
た
方
針
は﹃
地
域
社
会
及

び
環
境
に
配
慮
し
た
施
工
を
「
真
心
」
と

「
和
」
を
持
っ
て
行
い
、
高
品
質
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
を
よ
り
早
く
、
無
災
害
で

完
成
さ
せ
る
﹄で
す
。

　

作
業
所
で
は
、﹃
真
心
﹄と﹃
和
﹄に
基
づ

い
て
地
域
と
環
境
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
具
体
的
な
活
動

と
し
て
は
︙

･
他
工
区
を
含
め
て
多
数
の
工
事
用
車
両

が
通
行
す
る
た
め
、
地
元
小
学
校
に
横

断
歩
道
用
安
全
旗
を
寄
贈

･
地
元
の
歩
行
者
の
方
の
た
め
に
通
年
で

清
掃
す
る
と
と
も
に
冬
季
の
除
雪
、夏
季

の
除
草
を
実
施

･
工
事
現
場
か
ら
見
渡
せ
る
相
模
川
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
、
河
川
敷
の

美
化
に
貢
献

･
地
元
の
住
民
の
方
を
対
象
と
し
た
見
学

会
を
実
施（
も
ち
ろ
ん
、
小
島
自
身
も

応
対
）

な
ど
な
ど
。
結
果
と
し
て
、
地
元
の
小
学

校
や
自
治
会
か
ら
感
謝
状
を
頂
戴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、﹃
真
心
﹄と﹃
和
﹄を
も
っ
て
、

地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
Ｐ
Ｃ
橋
の

建
設
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
、我
々
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。
今
後
も
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

［
前
田
建
設
工
業
㈱　

今
西　

秀
公
］

地元小学校に寄贈した
横断旗

地元の方（187名）にご参加
いただいた現場見学会

冬季における歩道まわりの
除雪作業の様子

県道清掃の様子

橋　　　名 相模原ＩＣ Aランプ橋・Bランプ橋
（さがみはらいんたーちぇんじ Aらんぷきょう・Bらんぷきょう）

発 注 者 名 国土交通省

施工会社名 前田建設工業・日本ピーエスＪＶ

施 工 場 所 神奈川県相模原市

工　　　期 平成23年12月〜平成26年3月

構 造 形 式 Aランプ橋：7径間連続箱桁橋 
Bランプ橋：4径間連続ラーメン箱桁橋

橋　　　長 Aランプ橋：403.0m、 Bランプ橋：364.5m

最大支間長 Aランプ橋：36.5m、 Bランプ橋：126.0m

架 設 工 法 片持架設

♯002

 Sagamihara Interchange Bridges（Ramp A and B）

『真心』と『和』で二つの橋を架ける
Bridge Construction with Sincerity and Harmony of the Staff

相模原ＩＣ Aランプ橋・Bランプ橋06
PCのニューフェイスたち

現場見学会での
地元の方へのご説明

互いに交差するAランプ橋（左上～中央）とBランプ橋（右下～中央）

相模川右岸側からみたAランプ橋（左）・Bランプ橋（右）
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施工風景

近隣住民見学

大型看板

閉合式

橋　　　名 八ッ場大橋 （やんばおおはし）

発 注 者 名 群馬県

施工会社名 三井住友建設・佐田建設ＪＶ
川田建設・萬屋建設ＪＶ

施 工 場 所 群馬県吾妻郡長野原町大字川原湯地内

工　　　期 平成23年10月～平成25年11月

構 造 形 式 5径間連続エクストラドーズド箱桁橋

橋　　　長 494.0m

最大支間長 135.0m

架 設 工 法 片持架設

　

八
ッ
場
大
橋
は
、平
成
25
年
11
月
に
し
ゅ

ん
功
し
た
、橋
長
４
９
４.
０
ｍ
の
５
径
間

連
続
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
長
野
原
町

内
の
５
地
区（
川
原
畑
、川
原
湯
、林
、横
壁
、

長
野
原
）が
水
没
し
、国
道
１
４
５
号
線
を

は
じ
め
、
県
道
を
含
め
４
路
線
の
付
け
替

え
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
没
す
る
５
地
区
の
う
ち
、
川
原
畑
地

区
と
川
原
湯
地
区
は
現
在
、
吾
妻
川
を
挟

ん
で
約
１
０
０
ｍ
し
か
離
れ
て
い
な
い
た

め
に
行
き
来
が
盛
ん
で
す
が
、ダ
ム
完
成
後

は
ダ
ム
湖
に
よ
っ
て
、６
０
０
ｍ
ほ
ど
隔
て

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
、八
ッ
場
大
橋

が
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
約
５
㎞
の
迂
回
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
橋
は
、水
源
地
域
住
民
の
交
通
の
利

便
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
水
没
す
る

PCのニューフェイスたち♯002

 Yanba-ohashi Bridge

地域の活性化を支える
重要なインフラです
A principal infrastructure to support the revitalizatin of
the regional community

八ッ場大橋07

川
原
畑
地
区
と
川
原
湯
地
区
の
移
転
代
替

地
を
結
ぶ
道
路
で
、
代
替
地
で
の
生
活
再

建
や
川
原
湯
温
泉
の
観
光
振
興
を
支
援
す

る
た
め
に
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
で

す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
関
連
工
事
と
い
う
の
も
あ
っ

て
、
施
工
中
は
現
場
見
学
者
が
１
０
０
０

人
を
超
え
、注
目
度
の
高
さ
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
観
光
客
の
中
に
は「
こ

れ
が
八
ッ
場
ダ
ム
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
く

る
方
も
お
ら
れ
て
、
そ
の
度
に「
ダ
ム
湖
に

架
か
る
湖
面
橋
で
す
よ
。」
と
訂
正
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
る
の
は
、「
八
ッ
場
ダ
ム
」と
い
い

な
が
ら
橋
梁
工
事
現
場
で
し
た
の
で
致
し

方
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
。

　

そ
こ
で
、工
事
概
要
お
よ
び
進
捗
が
一
目

で
わ
か
る
よ
う
に
、特
大
の
看
板
を
駐
車
場

に
配
置
し
、
近
隣
住
民
や
観
光
客
が
見
学

会
時
に
そ
の
看
板
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

工
事
内
容
お
よ
び
施
工
方
法
の
理
解
を
深

め
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
看
板
付
近
や
Ｊ
Ｒ
川
原

湯
温
泉
駅
に
も
置
か
せ
て
も
ら
い
、幅
広
い

方
々
に
も
ご
理
解
頂
け
た
の
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
25
日
に
は
、
閉
合
式
を

大
々
的
に
行
い
、地
元
関
係
者
、町
議
会
関

係
者
、町
行
政
関
係
者
、国
行
政
関
係
、県

行
政
関
係
、
受
注
者
関
係
を
含
め
、
約
90

名
の
ご
列
席
を
賜
り
、開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
式
典
当
日
は
開
催
時
に
雨
が

降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
式
典
が
終
わ
る
こ
ろ

に
は
雨
も
上
が
り
、橋
面
上
を
歩
い
て
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
橋
梁
の
取
り
付
け
道
路
部
等

が
整
備
さ
れ
、舗
装
、白
線
工
事
も
終
わ
り
、

開
通
式
が
無
事
に
迎
え
ら
れ
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

［
川
田
建
設
㈱　

大
嶋　

秀
明
］
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宮
城
県
仙
台
市
で
は
、
平
成
27
年
の
開

業
に
む
け
地
下
鉄
東
西
線
の
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
瀬
川
橋
り
ょ
う
は
、

市
街
中
心
部
を
流
れ
る
広
瀬
川
を
渡
河

す
る
橋
梁
と
し
て
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
橋
は
一
般
的
な
橋
と
は
異
な
り
、
既
存

の
構
造
物
と
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
性
に
配

慮
さ
れ
た
構
造
物
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

施
工
箇
所
周
辺
地
域
は
、
杜
の
都
・
仙

台
を
代
表
す
る
景
観
形
成
地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
橋
梁
の
計
画
で
は
、
自
然
保

護
を
前
提
に
周
囲
の
景
観
に
馴
染
む
こ
と

の
で
き
る
、優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が
必
要
」

と
考
え
た
仙
台
市
は
、
鉄
道
橋
で
我
が
国

初
と
な
る
設
計
競
技
を
実
施
し
、
橋
梁
構

造
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

広
瀬
川
橋
り
ょ
う
の
施
工
箇
所
か
ら

２
０
０
ｍ
下
流
に
は
大
橋
と
い
う
有
名

な
橋
が
あ
り
ま
す
（
上
写
真
奥
）。
そ
の

歴
史
は
古
く
17
世
紀
初
め
ま
で
遡
る
説

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
現
在
の
大
橋
は
昭

和
13
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ー
チ

橋
と
し
て
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

広
瀬
川
橋
り
ょ
う
は
、
大
橋
と
の
ダ
ブ
ル

シ
ル
エ
ッ
ト（
同
時
眺
望
）を
強
く
意
識
し

た
ア
ー
チ
状
の
形
状
に
な
る
よ
う
、
橋
の

中
央
部
の
厚
さ（
桁
高
）
が
可
能
な
限
り

薄
く
な
る
よ
う
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
橋
の
断
面
形
状
を
逆
三
角
形
に

し
た
り
、
橋
桁
の
底
に
変
化
を
も
た
せ
た

り
し
て
、
全
体
の
フ
ォ
ル
ム
を
控
え
め（
ス

レ
ン
ダ
ー
）に
す
る
こ
と
で
、
遠
目
に
は
自

然
景
観
に
と
け
込
み
、
近
づ
く
と
色
々
な

工
夫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
瀬
川
流
域
は
、
環
境
保
全
対

象
と
な
っ
て
い
る
河
岸
段
丘
が
広
く
分
布

し
て
自
然
崖
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
自

然
崖
は
風
化
や
浸
食
が
進
行
し
脆
弱
で

あ
っ
た
た
め
、
橋
台
と
い
わ
れ
る
橋
を
支

え
る
部
分
は
、
自
然
崖
前
面
よ
り
20
ｍ
程

度
奥
に
作
ら
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
施
工
の
際
は
、
橋
台
前
面
の
自
然
崖

を
出
来
る
限
り
保
全
す
る
た
め
、
極
力
手

を
加
え
な
い
よ
う
に
し
た
結
果
、
崖
に
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
見
え
る
珍
し
い
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
周
辺
の
公
園
整
備
も
進
め
ら

れ
ま
す
。
自
然
と
橋
と
が
一
体
と
な
っ

た
空
間
が
完
成
す
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
空
間
を
利

用
す
る
人
た
ち
が
、
心
地
よ
い
時
間
を

過
ご
せ
る
憩
い
の
場
に
な
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

［
㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱　

蝦
名　

崇
宏
］

♯002

 Hirosegawa Railway Bridge

景観と調和した橋づくり
Construction of a Bridge in Harmony with Landscape

広瀬川橋りょう08
PCのニューフェイスたち

橋　　　名 広瀬川橋りょう （ひろせがわきょうりょう）

発 注 者 名 仙台市交通局

施工会社名 ピーエス三菱・富士ピー・エス・東日本コンクリートＪＶ

施 工 場 所 宮城県仙台市青葉区青葉山地内〜桜ヶ丘公園２番地内

工　　　期 平成20年8月〜平成25年9月

構 造 形 式 3径間連続PRCラーメン箱桁橋

橋　　　長 172.0ｍ

最大支間長 70.0ｍ

架 設 工 法 片持架設

変化をもたせた橋桁の底

逆三角形の断面

崖に吸い込まれる橋
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件　　　名 中山スノーシェルター 
（なかやますのーしぇるたー）

発 注 者 名 京都府

施工会社名 日本サミコン（株）

施 工 場 所 京都府京丹後市弥栄町中山

工　　　期 平成24年6月～平成25年10月

構 造 形 式 ３ヒンジアーチ構造

構 造 延 長 130.0m

有 効 幅 員 5.5～7.0m

施 工 方 法 プレキャスト 全景外側　　　横断図 架設状況 部材運搬状況

　

は
じ
め
て
ご
覧
に
な
る
方
は
、
山
を
貫

く
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
何
故
ト
ン
ネ
ル
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
？
と
不
思
議
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
雪
国
で
は
落
雪
や

雪
崩
の
他
に
、
吹
き
だ
ま
り
と
い
う
雪
害

が
あ
り
ま
す
。
吹
き
だ
ま
り
は
周
辺
の
地

形
や
そ
の
日
の
雪
質
・
風
速
・
風
向
き
に
影

響
さ
れ
、発
生
の
予
測
が
難
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
白
一
色
の
雪
景
色
の
中
で
は
吹

き
だ
ま
り
を
判
別
す
る
こ
と
は
と
て
も
困

難
で
、
自
動
車
が
そ
の
ま
ま
突
っ
込
み
重

大
な
事
故
を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
、
吹
き

だ
ま
り
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
道
を

守
る
た
め
、
直
接
道
路
を
覆
う
構
造
物
が

ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
中
山
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル

タ
ー
は
、
京
都
府
京
丹
後
市
弥
栄
町
中
山

地
内
・
府
道
浜
丹
後
線
に
平
成
25
年
に
施

工
さ
れ
ま
し
た
。
冬
場
の
峠
道
は
難
所

と
さ
れ
、
今
ま
で
は
、
鋼
製
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
年
劣
化

に
よ
り
、
新
た
な
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
現
場
で
は
、施
工
性
・
工
期
・
維
持
管

理
を
踏
ま
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
が
、延
長
１
３
０
ｍ
と
な
る
検
討

区
間
は
Ｓ
字
に
曲
が
り
、
道
路
勾
配
も
上

り
下
り
の
起
伏
の
激
し
い
条
件
で
し
た
。

　

こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
提
案

し
た
技
術
が「
多
角
形
ア
ー
チ
部
材
」で
す
。

一
見
、
半
円
を
伏
せ
た
よ
う
に
見
え
る
ス

ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
で
す
が
、
写
真
を
よ
く
見

る
と
多
角
形（
正
確
に
は
二
十
角
形
の
擬

似
半
円
で
、ひ
と
つ
の
部
材
は
十
角
形
の
１

／
４
擬
似
円
）で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

専
門
的
に
な
る
の
で
詳
細
は
省
き
ま
す

が
、
真
円
の
半
円
で
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を

計
画
す
る
と
、
曲
線
に
対
応
す
る
た
め
に

右
側
部
材
と
左
側
部
材
は
そ
れ
ぞ
れ
扇
型

に
展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
道
路
横
断

方
向
の
部
材
間
接
合
面
も
凸
カ
ー
ブ
・
凹

カ
ー
ブ
の
曲
線
と
な
っ
て
し
ま
い
、
部
材
の

種
類（
型
枠
数
）が
多
く
な
り
、
不
経
済
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
道
路
幅
員
も
変
化
す
る
か
な

り
厳
し
い
線
形
条
件
で
し
た
が
、
部
材
間

の
段
差
を
減
ら
し
、
道
路
線
形
と
一
体
に

な
っ
た
自
然
な
曲
線
を
目
標
に
工
場
製
作

及
び
現
場
施
工
と
頑
張
り
ま
し
た
。

　

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の「
ホ
ワ
イ
ト
ス
ネ
ー

ク
」は
、あ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
中
山
ス

ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
被
写
体
に
さ
れ
た
方

が
つ
け
た
名
前
で
す
。
建
築
と
は
違
い
、土

木
構
造
物
は
機
能
の
み
を
求
め
計
画
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
中
に
は「
機
能
美
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一

切
の
無
駄
を
省
き
、
求
め
ら
れ
た
機
能
に

特
化
さ
れ
た
も
の
の
な
か
に
あ
る
美
し
さ
。

「
ホ
ワ
イ
ト
ス
ネ
ー
ク
」
と
い
う
斬
新
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、施
工
に
携
わ
る
我
々
だ
け

で
な
く
、一
般
の
方
に
構
造
物
の
持
つ
曲
線

の
美
し
さ
が
共
有
さ
れ
た
よ
う
で
と
て
も

感
激
し
ま
し
た
。

［
日
本
サ
ミ
コ
ン
㈱　

猿
原　

雅
史
］

♯002

 Nakayama Snow Shelter

ホワイトスネーク
"White Snake" appears

中山スノーシェルター09
PCのニューフェイスたち
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埋戻し前・防根シート貼付状況

壁部施工状況

掘削完了

　

三
井
山
配
水
池
は
、
濃
尾
平
野
の
北
部

岐
阜
県
各
務
原
市
に
位
置
す
る
三
井
山

（
標
高
1
0
9
ｍ
）
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

三
井
山
を
中
心
と
し
た
各
務
原
市
は
、
木

曽
川
に
面
し
た
美
濃
・
尾
張
国
境
の
拠
点

と
し
て
承
久
の
乱
ほ
か
多
く
の
歴
史
を
動

か
す
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
若
き
織
田

信
長
、豊
臣
秀
吉
も
天
下
統
一
を
目
指
し
て

こ
の
地
を
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
美
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
上
、
名
古
屋
都
市
圏
の
通
勤
に
適
し
た

立
地
条
件
か
ら
良
好
な
住
環
境
の
整
備
・

拡
充
に
努
め
て
お
り
、「
住
み
よ
い
都
市
づ

く
り
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
ロ
ン
ド
ン
大
会
銀

賞
」「
日
本
都
市
計
画
協
会
ま
ち
づ
く
り

大
賞
」受
賞
等
、高
い
評
価
を
受
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

16
年
度
に
岐
阜
県
で
最
初
に
景
観
法
に
基

づ
く
景
観
行
政
団
体
と
な
る
な
ど
、
良
好

な
景
観
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
上
水
道
の
水
源
は
す
べ
て
地

下
水
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
水
源

で
あ
る
三
井
水
源
地
を
含
む
三
井
山
は

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
遊
歩
道
と
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

築
50
年
が
経
過
し
た
三
井
配
水
池（
容
量

1
3
0
0
ｔ
）の
老
朽
化
に
伴
い
新
配
水

池
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
新
配
水
池
建

設
に
当
た
り
、工
事
施
工
の
1
年
以
上
前

か
ら
植
樹
等
環
境
整
備
を
行
い
、
景
観
に

十
分
配
慮
の
上
、
配
水
池
は
全
地
下
式
で

設
計
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
の
耐
震

化
を
図
り
、
安
全
な
水
・
快
適
な
水
を
い

つ
で
も
供
給
し
、
配
水
池
の
容
量
不
足
を

解
消
す
る
た
め
Ｐ
Ｃ
構
造
が
採
用
さ
れ
、

～
緑
の
都
市
を
さ
さ
え
る
命
の
水
～
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

配
水
池
の
建
設
は
、
硬
岩
掘
削
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
周
辺
環
境
を
考
慮
し
て

発
破
掘
削
か
ら
非
火
薬
発
破
Ｎ
Ｒ
Ｃ
工
法

へ
の
変
更
を
協
議
等
入
念
な
打
合
せ
を
行

う
も
大
型
ブ
レ
ー
カ
ー
で
掘
削
が
可
能
と

な
り
取
越
し
苦
労
に
終
わ
っ
た
こ
と
、竣
工

1
ヶ
月
前
の
大
雨
に
よ
り
、
埋
戻
し
土
が

配
水
池
上
に
た
ま
っ
た
水
の
影
響
で
法
面

の
一
部
が
沈
下
し
た
た
め
、
急
遽
、
人
力
で

暗
渠
パ
イ
プ
の
敷
設
を
施
工
し
た
こ
と
が

苦
労
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本

配
水
池
の
特
長
と
し
て
、
配
水
池
に
近
接

し
て
樹
木
が
植
栽
さ
れ
る
た
め
、
今
後
構

造
物
に
根
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
防
根

シ
ー
ト
の
貼
付
を
し
た
こ
と
、
上
部
を
遊

歩
道
と
し
て
開
放
す
る
た
め
、
配
水
池
の

点
検
孔
お
よ
び
通
気
孔
周
辺
の
警
備
装
置

の
充
実
さ
は
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

配
水
池
は
竣
工
後
、
上
部
も
市
民
に
開

放
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
接
す
る
自

衛
隊
各
務
原
基
地
の
隊
員
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

等
訓
練
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
ま
た
、
水
道
施
設
に
お
け
る
防
犯
対
策

等
の
一
つ
の
方
向
性
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

［
㈱
安
部
日
鋼
工
業　

小
出　

陽
一
］

名　　　称 三井山配水池 （みいやまはいすいち）

発 注 者 名 各務原市

施工会社名 安部日鋼工業・横建ＪＶ

施 工 場 所 岐阜県各務原市三井山町地内

工　　　期 平成23 年7 月〜平成25 年5 月

躯 体 寸 法 角L×B 18.0ｍ×30.8ｍ／有効水深He 8.3ｍ

容　　　量 4,400ｍ3

施 工 方 法 場所打ち

形 　 　 式 全地下式

♯002

Miiyama Water Reservoir

緑の都市をささえる命の水
Precious Water Supporting Urban Green

三井山配水池10
PCのニューフェイスたち

三井山配水池から見える新境川の桜並木
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工   事   名 史跡ガランドヤ古墳1号墳保存施設整備工事 
（しせきがらんどやこふんいちごうふんほぞんしせつせいびこうじ）

発 注 者 名 日田市（教育庁文化財保護課）

設計会社名 （株）中桐造園設計研究所

施工会社名 （有）野上工務店

PC施工会社名 オリエンタル白石（株）

工 事 場 所 大分県日田市

工　　   期 平成25年8月 〜 平成26年2月

規　　   模 ドーム  直径＝13.8m、高さ＝2.95m

Ｐ Ｃ 箇 所 PCaドーム、現場打ち壁

施 工 方 法 PCaPC圧着工法（アンボンドPC鋼棒、アンボンドPC鋼より線）

　

史
跡
ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
は
大
分
県
日

田
市
の
南
東
部
に
位
置
し
、
6
世
紀
中
頃

に
築
造
さ
れ
た
3
基
の
円
墳
か
ら
な
る

古
墳
群
で
、
横
穴
式
石
室
の
奥
壁
に
装
飾

壁
画
を
持
つ
こ
と
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
古
墳
の
特
徴
と
し
て
は
築
造
時

期
の
異
な
る
2
基
の
古
墳
が
近
い
距
離

で
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
壁
画
に
多
様
な

図
柄
や
特
別
な
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
多
く
の

副
葬
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
、

学
術
的
価
値
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
装
飾
古
墳
は
他
に
例
を
見
な

い
こ
と
か
ら
、
平
成
5
年
に
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
で
は
、石
室
を
覆
っ
て
い
た

墳
丘
が
完
全
に
失
わ
れ
て
石
室
が
む
き
出

し
に
な
り
石
組
は
直
射
日
光
や
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
、
石
室
に
は
カ
ビ
や
コ
ケ
が
繁
殖

し
て
い
る
状
況
を
招
い
て
い
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残
す
た
め
保

存
整
備
事
業
が
は
じ
ま
り
、
石
室
を
保
護

し
装
飾
の
劣
化
を
防
止
す
る
保
存
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
室
保
存
施
設
は
、
む
き
出
し
の
状
態

の
石
室
を
傷
つ
け
な
い
構
造
と
施
工
方

法
で
建
設
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、古
墳
の
周
囲
に
円
形
の
壁
を
構
築

し
そ
の
上
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
ド
ー
ム
型
屋
根
を
載
せ
る
工
法
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
壁
部
分
は
現
場
打
ち

在
来
工
法
で
構
築
し
、
ド
ー
ム
型
屋
根
は

運
搬
・
架
設
を
考
慮
し
て
20
分
割
し
た
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
現
地
に
運
搬
し
て
小

型
の
ク
レ
ー
ン
で
架
設
し
ま
し
た
。
ド
ー

ム
を
仮
受
け
す
る
支
保
工
は
人
力
で
解

体
し
て
撤
去
で
き
る
よ
う
に
木
製
支
保
工

が
設
計
段
階
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

躯
体
完
成
後
は
ド
ー
ム
全
体
に
保
護
盛

土
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て
、
古
墳
築
造
当
時
の

状
態
に
も
ど
り
ま
す
。

　

ま
た
将
来
大
規
模
な
石
室
の
修
復
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
ド
ー
ム
屋

根
を
容
易
に
解
体
し
て
取
り
外
せ
る
よ
う

に
圧
着
用
の
Ｐ
Ｃ
鋼
材
に
は
ア
ン
ボ
ン
ド

ケ
ー
ブ
ル
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る

文
化
財
を
後
世
に
残
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
で
き
た
こ
と
は
大
変
貴
重
な
経
験

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
百
年

か
先
の
未
来
の
人
た
ち
が
、
ガ
ラ
ン
ド
ヤ

古
墳
と
同
様
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
ド
ー
ム
も

歴
史
遺
産
と
し
て
評
価
し
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

［
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱　

前
田　

道
孝
］

PCのニューフェイスたち♯002

Conservation Fasility for Garandoya Tumulus 

築1300年の石室を守り、後世に引き継ぐ
プレキャスト保存施設
Preserving 1300-year-old Stone Chamber for Posterity

史跡ガランドヤ古墳保 存施設11

屋根架設架設古墳
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PCのニューフェイスたち♯002

Repair of Suzuta Bridge
鈴田橋補修12

工   事   名 長崎自動車道 鈴田橋上部工補修工事 
（ながさきじどうしゃどう すずたばしじょうぶこうほしゅうこうじ）

発 注 者 名 西日本高速道路(株)

施工会社名 三井住友建設(株)

施 工 場 所 長崎県大村市

工　　　期 平成24年2月～平成25年12月

構 造 形 式 PC7径間連続有ゲルバーヒンジラーメン箱桁橋（補修前）
→PC7径間連続ラーメン箱桁橋（補修後）

橋　　　長 484.8m

施 工 方 法 ゲルバーヒンジ部の主桁撤去、コンクリート打ち換え
および外ケーブル補強による連続化

　

長
崎
は
、
古
く
か
ら
諸
外
国
へ
の
玄
関
口

で
、鎖
国
下
の
江
戸
時
代
に
も
幕
府
公
認
の

出
島
が
あ
り
国
際
貿
易
港
と
し
て
栄
え
て
い

ま
し
た
。
肥
前
国
長
崎
か
ら
豊
前
国
小
倉

ま
で
長
崎
街
道
が
続
き
、こ
の
街
道
を
通
っ

て
異
国
の
文
化
が
広
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

長
崎
街
道
は
別
名
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
通
っ
て
砂
糖
が
運
ば

れ
、長
崎
の「
カ
ス
テ
ラ
」や
佐
賀
の「
丸
ぼ
う

ろ
」に
代
表
さ
れ
る
南
蛮
渡
来
の
砂
糖
を
使
っ

た
甘
い
菓
子
文
化
が
発
達
し
た
か
ら
で
す
。

　

近
代
に
な
る
と
、昭
和
50
年
に
は
世
界
初

の
海
上
空
港
で
あ
る
大
村
空
港
が
開
業
し

ま
し
た
。
そ
の
5
年
後
に
鈴
田
橋
が
完
成
、

さ
ら
に
5
年
後
の
昭
和
60
年
に
は
長
崎
自

動
車
道
が
開
通
し
ま
し
た
。
異
国
情
緒
あ

る
観
光
地
と
な
っ
た
長
崎
へ
向
か
う
道
路
と

し
て
鈴
田
橋
は
30
年
余
り
の
間
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

近
年
、鈴
田
橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ア
ル

カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
り
劣
化
し
て
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
片
が
落
下
す
る
な
ど
の
問
題
が
生

じ
て
き
ま
し
た
。
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
と
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
現
象
の
一
つ
で
、
特

定
の
砂
利
と
ア
ル
カ
リ
成
分
が
反
応
し
て

異
常
膨
張
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ひ
び
割
れ

を
起
こ
す
も
の
で
す
。

　

調
査
・
研
究
が
進
み
昭
和
61
年
に
ア
ル
カ

リ
量
を
規
制
す
る
基
準
が
で
き
て
か
ら
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、そ

れ
以
前
に
作
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
に
は
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
り
劣
化

し
て
い
る
も
の
が
ま
れ
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
劣
化
し
た
の
は
橋
の
ほ

ぼ
中
央
に
あ
る
継
ぎ
目
付
近
だ
け
で
、そ
の

部
分
を
補
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支

柱
で
支
え
な
が
ら
劣
化
部
を
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー

工
法
で
切
断
し
て
撤
去
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
設
し
て
連
続
化
す
る
と
い
う
前
例
の
な

い
工
事
で
し
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
工
法
と
は
、

切
断
対
象
物
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ワ
イ
ヤ
ー
を

巻
き
付
け
、そ
れ
を
高
速
回
転
さ
せ
て
切
断

す
る
工
法
で
す
。
こ
の
工
法
は
ど
の
よ
う
な

形
で
も
対
応
可
能
で
、
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
切
断
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
工
法
で
切
断
し
て
い
る
の

を
見
る
と
子
供
の
頃
よ
く
食
べ
た
糸
切
り

羊
羹
を
思
い
出
し
ま
す
。
筒
に
入
っ
た
羊

羹
を
押
し
出
し
、糸
を
巻
き
付
け
て
切
る
の

で
す
。
北
海
道
出
身
の
私
が
思
い
出
す
の
は

「
五
勝
手
屋
羊
羹
」で
す
が
、
九
州
の
佐
賀

に
も
全
く
同
じ「
稲
荷
よ
う
か
ん
」
が
あ
る

と
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
羊
羹
の
よ
う
に
簡
単

に
は
切
れ
ま
せ
ん
。
5
m
弱
の
区
間
を

26
個
に
分
割
し
て
取
り
除
い
た
の
で
す
が
、

1
個
切
り
出
す
の
に
丸
1
日
か
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
劣
化
部
を
取
り
除
き
、

再
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
連
続
化

す
る
ま
で
約
3
ヶ
月
か
か
り
ま
し
た
。

　

供
用
中
の
上
り
線
と
下
り
線
は
片
方
を

通
行
止
め
に
し
て
、1
車
線
ず
つ
対
面
通

行
と
し
ま
し
た
。
3
ヶ
月
間
の
対
面
通
行

規
制
を
2
回
行
い
ま
し
た
が
、工
事
は
無

事
に
完
了
し
、
橋
は
元
通
り
に
通
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
頃
は
、
多
く
の
観
光
客
や
修
学
旅
行

生
が
鈴
田
橋
を
通
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

［
三
井
住
友
建
設
㈱　

熊
谷　

裕
司
］ 

コンクリート劣化部の
撤去・補修
Remove and Repair of a Concrete Degradation Part

切断部を支える支柱糸切り羊羹（五勝手屋羊羹） 切断したブロックの撤去 ワイヤーソー切断状況
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PCのニューフェイスたち♯002

Repair and Reinforcement of Genta Bridge

生まれ変わったアユの里の橋
Regenerated Bridge in Home of Ayu

源太橋主桁補修・補強13

　

鳥
取
県
東
部
を
流
れ
る
千
代
川（
せ
ん

だ
い
が
わ
）。
そ
の
昔
、
弘
法
大
師
が
千
体

の
仏
像
を
流
し
た
と
い
う
伝
説
か
ら
そ
の

名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
川
は
、

清
流
に
魚
や
鳥
が
群
れ
遊
び
、県
都
、鳥
取

市
を
縦
流
す
る
川
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
豊
か

な
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
季
節
に
な
る

と
、
解
禁
日
を
待
ち
か
ね
た
ア
ユ
釣
り
の

人
た
ち
が
川
岸
に
あ
ふ
れ
、い
つ
も
は
静

か
な
こ
の
川
が
ま
る
で
観
光
地
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

源
太
橋（
げ
ん
た
ば
し
）は
、
鳥
取
市
街

地
の
や
や
南
、
県
道
猪
ノ
子
国
安
線
の
千

代
川
に
架
か
る
橋
長
3
5
8 

ｍ
の
16
径

間
連
続
Ｒ
Ｃ
ゲ
ル
バ
ー
橋
で
す
。
愛
嬌
の

あ
る
橋
名
「
源
太
」は
こ
の
土
地
の
地
名
で

す
。
昭
和
26
年
に
架
設
さ
れ
、
63
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
人
間
で
言
え
ば
、
還
暦
を
過

ぎ
た
年
齢
で
す
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
に
加
え
、
幅
員
5.
5
ｍ
と
狭
く
大

型
車
の
離
合
に
支
障
が
生
じ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
橋
梁
補
修
に
合
わ
せ
て
、
幅
員
を

6.
5
ｍ
に
拡
幅
し
、
活
荷
重
も
現
在
の
基

準
に
合
わ
せ
る
機
能
ア
ッ
プ
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

道
路
拡
幅
に
よ
る
死
荷
重
の
増
加
を

抑
え
る
た
め
に
、
ゲ
ル
バ
ー
桁
部
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
耐
候
性
鋼
材
に
変
え
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
補
修
後
の
橋
を
遠
く
か

ら
眺
め
る
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
白
と
鋼
材

の
赤
が
、独
特
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
い
て

い
ま
す
。
や
や
派
手
な
印
象
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

旧
橋
の
桁
や
橋
脚
の
一
部
を
切
断
し
て

撤
去
し
た
の
で
す
が
、こ
の
時
に
発
生
す
る

汚
水
の
処
理
が
大
変
で
し
た
。
架
橋
地
点

の
や
や
下
流
に
ア
ユ
や
サ
ケ
が
産
卵
す
る

場
所
が
あ
り
、
わ
ず
か
な
汚
水
で
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
切
断
箇
所
を
シ
ー
ト
で
被
い
、
汚

水
を
集
め
て
バ
キ
ュ
ー
ム
車
で
吸
引
し
て
、

ま
さ
に
水
も
漏
ら
さ
ぬ
態
勢
で
臨
み
ま
し

た
。
ま
た
、
河
川
敷
の
作
業
ヤ
ー
ド
に
は

玉
石
を
敷
き
、
重
機
の
走
行
に
よ
る
汚
濁

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

劣
化
の
激
し
い
部
分
は
断
面
を
修
復
し
、

ひ
び
割
れ
注
入
の
工
事
も
行
い
ま
し
た
。

活
荷
重
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
主
桁

を
外
ケ
ー
ブ
ル
と
炭
素
繊
維
シ
ー
ト
で
補

強
し
、床
版
を
炭
素
繊
維
の
シ
ー
ト
と
ロ
ッ

ド
で
補
強
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
10
ヶ
月
の
長
期
間
に
わ
た
り
通
行

止
め
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
補
修
工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
間
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
地
元

の
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
漁
協

の
み
な
さ
ま
に
は
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
橋
が
、清
流

の
ア
ユ
と
と
も
に
、い
つ
ま
で
も
地
域
の
人

た
ち
に
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

［
㈱
富
士
ピ
ー
・エ
ス　

梶
原　

勉
］

工　事　名 県道猪ノ子国安線（源太橋）橋梁補強工事 （けんどういのこくにやすせん（げんたばし）きょうりょうほきょうこうじ）

発 注 者 名 鳥取県

施工会社名 富士ピー・エス・宇部興産機械・高野組JV
極東興和・高田機工・吾妻商事JV

施 工 場 所 鳥取県鳥取市国安～源太

工　　　期 平成24年10月～平成26年8月

構 造 形 式 16径間連続RCゲルバー橋（補修前）
→16径間連続鋼・コンクリート混合ゲルバー橋（補修後）

橋　　　長 357.9m

有 効 幅 員 5.5m（旧橋）→6.5m（新橋）

施 工 方 法 外ケーブルと炭素繊維シートによる補強／炭素繊維のシートとロッドによる床版補強

鮎釣りを楽しむ人々 外ケーブルの設置ゲルバー桁部の架設 ゲルバー桁部の撤去
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補強前外観

補強後外観

も
及
び
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
設
計

法
で
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
の
拠
点
に
な
る
べ
く
耐
震
補
強
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
法
を
選
定
す
る

ポ
イ
ン
ト
は
、
工
事
中
も
通
常
業
務
が
行

え
、室
内
工
事
は
最
小
限
に
し
、工
事
中
の

市
職
員
及
び
来
館
者
が
安
全
で
あ
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
、
数
あ
る
耐
震
補
強
工
法

の
中
か
ら
K
T
B
・
P
C
a
P
C
外
付
け

フ
レ
ー
ム
耐
震
補
強
工
法（
以
下
、
P
C

フ
レ
ー
ム
と
す
る
）が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
庁
舎
は
平
面
的
に
整
形
な
形
状
で
、

フ
レ
ー
ム
は
長
辺
方
向
に
1
～
4
階
、

短
辺
方
向
に
1
～
3
階
に
建
物
の
外
側

を
一
周
囲
う
よ
う
に
配
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
元
々
あ
る（
以
下
、
既
存
）
柱
と
P
C

フ
レ
ー
ム
柱
の
間
に
新
し
く
耐
震
壁
を

設
け
、
P
C
フ
レ
ー
ム
専
用
に
基
礎
を

作
り
地
震
時
の
基
礎
の
浮
き
上
が
り
を

止
め
る
た
め
に
K
T
B
鉛
直
地
盤
ア
ン

カ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
建
物

の
外
側
に
耐
震
壁
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ

ト
の
撤
去
、
既
存
壁
に
あ
る
小
窓
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
閉
塞
す
る
等
を
行
い
、
目
標

と
す
る
耐
震
性
能
I
s
o
＝
0.
7
0
を

満
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

P
C
フ
レ
ー
ム
を
構
成
す
る
柱
・
梁
は

広
島
県
内
の
工
場
で
製
造
し
、
そ
れ
ら
を

市
庁
舎
に
搬
入
し
P
C
フ
レ
ー
ム
の
部

材
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。
現
場
打
ち

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
P
C
フ
レ
ー
ム
の
基
礎

と
各
階
で
の
接
合
用
ス
ラ
ブ
の
み
な
の
で
、

従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
よ
り
も

工
事
作
業
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

耐
震
性
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
従
来
の

市
庁
舎
の
外
壁
に
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ

た
こ
と
で
、
以
前
の
府
中
市
庁
舎
の
面
影

は
無
く
印
象
的
な
外
観
に
デ
ザ
イ
ン
が

一
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

府
中
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
あ
る
「
も

の
づ
く
り
」
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
集

積
基
盤
を
生
か
し
自
立
し
た
地
域
社
会

を
構
築
し
、
都
市
の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ

る
市
民
が
生
ま
れ
、
府
中
市
を
誇
り
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
市
庁
舎
が
見
守
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。「
R
E 

D
E
S
I
G
N

未
来
を
拓
く
も
の
づ
く
り
都
市　

府
中
」

［
黒
沢
建
設
㈱　

黒
沢　

亮
太
郎
］

PCのニューフェイスたち♯002

広島　県府中市庁舎耐震補強14
Seismic Retrofit of Fuchu City Government Office in Hiroshima

耐震補強で生まれ変わった府中市のシンボル
Rebirth of the Fuchu City's Symbol by Seismic Retroit

建   物   名 府中市役所庁舎 （ふちゅうしやくしょちょうしゃ）

発 注 者 名 府中市

所   在   地 広島県府中市府川町315番地

設計会社名 （株）あい設計

施工会社名 （株）武田組

PC施工会社名 黒沢建設（株）

建 物 用 途 庁舎

構造・規模 鉄筋コンクリート造／地上5階、地下0階、塔屋2階

竣   工   年 昭和49年（築40年）

面 　 　 積 建築面積1407.52㎡

桁行×梁間全長 54.00m×22.87m

地盤・基礎形式 表層 礫混り砂層

既存コンクリート強度 13.7〜17.2N／m㎡

工 　 　 期 平成25年12月〜平成２６年2月

　

府
中
市
庁
舎
が
建
つ
広
島
県
府
中
市

は
、
大
化
の
改
新
に
よ
り
「
備
後
国
府
」
が

置
か
れ「
府
中
」の
名
は
備
後
国
の
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
実

に
1
3
0
0
年
以
上
も
の
歴
史
を
誇
り

ま
す
。
そ
の
市
庁
舎
も
築
年
数
が
40
年
に

基礎梁配筋状況

鉛直地盤アンカーPS導入状況

PC梁建て方状況

スラブコンクリート打設状況
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ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
央
ア
メ
リ
カ
の
ほ
ぼ

真
ん
中
に
在
り
、
面
積
は
日
本
の
三
分
の

一
、
人
口
は
二
十
分
の
一
の
小
さ
な
国
で

す
。
多
く
の
日
本
人
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に

対
し
危
険
な
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
９
８
０

年
代
ま
で
続
い
た
内
戦
に
よ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
現
在
は
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
の

も
と
、安
定
し
た
国
家
が
築
か
れ
、日
本
か

ら
の
О
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
タ
フ
ェ
橋
は
、日
本
の
О
Ｄ
Ａ
に
よ

り
、2
0
1
1
年
か
ら
約
3
年
の
年
月
を

か
け
て
建
設
さ
れ
た
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
、コ
ス
タ
リ
カ
と
の
国
境

近
く
を
流
れ
る
サ
ン
フ
ァ
ン
川
に
架
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
フ
ァ
ン
川
は
、
太
平
洋
側
の
ニ
カ

ラ
グ
ア
湖
か
ら
カ
リ
ブ
海
に
注
ぐ
、
川
幅

2
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
河
で
す
。
19

世
紀
に
は
こ
の
川
を
利
用
し
た
ニ
カ
ラ
グ

ア
運
河
計
画
も
唱
え
ら
れ
、
パ
ナ
マ
運
河

計
画
に
比
肩
す
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

サ
ン
フ
ァ
ン
川
に
架
か
る
橋
は
無
く
、
河
川

の
横
断
は
す
べ
て
船
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
コ
ス
タ
リ
カ
側
か
ら
オ
レ
ン
ジ
を
満

載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
で

待
機
す
る
光
景
は
こ
の
川
の
風
物
詩
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

橋
の
開
通
は
、
周
辺
の
住
民
の
生
活
だ

け
で
な
く
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
～
コ
ス
タ
リ
カ

間
の
国
際
交
通
の
流
れ
ま
で
大
き
く
変
え
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
経
済
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
橋
へ
の
期
待
は
、
起
工
式
に
大
統

領
が
列
席
さ
れ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
ま

す
。
大
統
領
と
そ
の
夫
人
が
、
現
地
よ
り

約
3
0
0
キ
ロ
離
れ
た
首
都
マ
ナ
グ
ア
か

ら
専
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
て
駆
け
つ
け
ら

れ
、日
本
へ
の
感
謝
の
言
葉
な
ど
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、テ
レ
ビ
で
は
、
起
工
式

の
様
子
が
延
々
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
期
待
に
応
え
る
た

め
、
常
時
十
数
人
の
日
本
人
技
術
者
が
現

場
宿
舎
に
泊
ま
り
込
み
、日
夜
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
に
心
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、モ
ノ
作
り
に
先

立
ち
、
ヒ
ト
作
り
が
成
功
の
た
め
の
重
要

な
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
現
地
労
働
者
の
安
全
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
大
き
な
カ
ギ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
、
安
全
朝
礼
な
ど
日
本
式
の

安
全
管
理
を
徹
底
し
て
根
付
か
せ
て
き

ま
し
た
。

　

本
年
3
月
、
橋
は
完
成
し
ま
し
た
が
、

コ
ス
タ
リ
カ
政
府
側
の
事
情
に
よ
り
、
現

在
ま
で
開
通
待
ち
の
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
近
い
将
来
、
オ
レ
ン
ジ
を
満
載
し
た

ト
ラ
ッ
ク
が
列
を
な
し
て
橋
を
渡
る
光
景

が
見
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

［
㈱
安
藤
・
間　

平
林　

久
明
］

Santa Fe Bridge 
in the Republic of Nicaragua

PCのニューフェイスたち♯002

ニカラグア
サンタフェ橋

15

橋　　　名 ニカラグアサンタフェ橋

発 注 者 名 ニカラグア共和国

施工会社名 ㈱安藤・間

施 工 場 所 ニカラグア共和国 
リオサンファン県サンカルロス市

工　　　期 平成23年7月～平成26年4月

構 造 形 式 （中央部）5径間連続ラーメン箱桁橋
（端　部）2径間連結Ｔ桁橋、3径間連結Ｔ桁橋

橋　　　長 ３６２.0ｍ

最大支間長 60.0ｍ

架 設 工 法 片持架設、トラッククレーン架設

大きな期待を背負った日本のＰＣ橋
Japanese PC-bridge with Great Expectations of the Nicaraguan Nation

農産物が豊富に並ぶ町の市場 日本式の安全朝礼 起工式での大統領の挨拶（手前は夫人）

工事現場に隣接するフェリー乗り場
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